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山国川対岸より競秀峰を望む

福澤諭吉旧居を見学する参加者

足利尊氏と直義が全国に建立した安国寺の一つ。
元弘の乱以来の戦死者の冥福を弔うためにもとも
とあった海印寺を安国寺にした

模擬天守と復興櫓
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福澤諭吉記念館にて

今回は、啓蒙思想家、教育者として知られた
福澤諭吉が1歳から19歳までを過ごした大分県中津市と、
その弟子で「電力の鬼」といわれた
松永安左ェ門のふるさと、長崎県壱岐市を訪れました。

第149回研修会
「ふるきよきものの伝承」
（その24）
2017年7月21日㈮～23日㈰
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偉人のふるさとを訪ねて（北九州編）

教育者 福澤諭吉と
その弟子 松永安左ェ門
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曲面の屋根が特徴の
一支国博物館

管理人 定村さんより安左ェ門の功績を学ぶ

壱岐島には猿の姿にそっくりの「猿岩」や、壱岐
島誕生神話の八本の柱の一つとされている「左
京鼻」などの奇岩や、鬼の足跡と呼ばれる周囲
110mの大穴など、ダイナミックな自然の風景を楽
しむことができます。

自然豊かな壱岐島

鬼の足跡
左京鼻

猿岩
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ボランティアガイドから説明を受ける一行

本町流
新道流

塞流
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